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松
江
支
店
は
開
設
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た

▼
松
江
支
店
は
、
三
月
一
日
に
開
設

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

▼
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
に
、

日
本
銀
行
の
支
店
と
し
て
は
一
四
番

目
、
中
国
・
四
国
地
方
で
は
広
島
支

店
に
次
ぐ
二
番
目
の
支
店
と
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
当
時
は
、
約

四
万
人
の
松
江
市
民
が
こ
ぞ
っ
て

ち
ょ
う
ち
ん
や
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝

い
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

▼
初
代
、
二
代
目
（
現
カ
ラ
コ
ロ
工

房
）
の
店
舗
は
い
ず
れ
も
、
京
橋
川

沿
い
の
殿
町
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

二
代
目
の
建
物
は
、
山
陰
で
初
め
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
本
格

的
な
モ
ダ
ン
建
築
と
し
て
話
題
を
呼

び
ま
し
た
。
三
代
目
に
当
た
る
現
店

舗
は
、昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

四
月
に
母ほ

ろ衣
町
に
移
転
し
、
四
〇
年

弱
が
経
過
し
ま
し
た
。

▼
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
二
月

二
十
一
日
に
は
、
島
根
県
出
身
の
布

野
幸
利
審
議
委
員
に
よ
る
「
山
陰
の

過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
松
江
支
店
は
今
後
も
、
中
央
銀
行

と
し
て
の
日
々
の
業
務
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
支
店
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
女
性
活
躍
推
進
企
業

に
認
定
さ
れ
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
は
、
一
月
二
十
九
日
、

名
古
屋
市
か
ら
「
女
性
の
活
躍
推
進

企
業
」と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
こ
れ
ま
で
も
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
女
性
の

活
躍
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
の
実

施
状
況
が
評
価
さ
れ
、
厚
生
労
働
省

よ
り
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く「
く
る
み
ん
」認
定（
平

成
二
十
二
年
、
平
成
二
十
六
年
）
や

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
「
え
る

ぼ
し
」
第
三
段
階
（
最
高
ラ
ン
ク
）

の
認
定
（
平
成
二
十
九
年
）
を
受
け

て
い
ま
す
。

▼
今
回
の
名
古
屋
市
に
よ
る
「
女
性

の
活
躍
推
進
企
業
」
の
認
定
も
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
日
本
銀
行
は
、
今
後
と
も
女
性
を

含
む
多
様
な
職
員
す
べ
て
が
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

貨
幣
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

▼
貨
幣
博
物
館
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
一
月
二
十
六
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
用
サ
イ

ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
を

別
々
に
作
成
し
て
お
り
、後
者
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
開
館
日
な
ど
の
基
本
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
す
べ
て

の
ペ
ー
ジ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
も
快
適
に
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
、
貨
幣
博
物
館
所
蔵
の
資
料
や
展

示
室
風
景
な
ど
の
写
真
と
と
も
に
、

そ
の
日
の
開
館
・
閉
館
時
間
な
ど
が

一
目
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
ご
来
館
を
検
討
・
計
画
さ
れ
て
い

る
方
は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
っ

た
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
や
常
設
展
示
情

報
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
企
画
展
等
の
開
催
情
報
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
随
時
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、テ
ー
マ
展「
春
爛
漫
！

桜
咲
く
錦
絵　

―
日
本
橋
・
江
戸
桜

通
り
へ
よ
う
こ
そ
―　

２
０
１
８
」

を
開
催
中
で
す
（
四
月
十
五
日
ま

で
）。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
企
画
展
の

図
録
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

布野委員講演の模様

名古屋市女性の活躍推進企業認定マーク



NICHIGIN 2018 NO.5337

ト ピ ッ ク ス

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
そ
の
他
に
も
、「
お

金
の
歴
史
」
や
所
蔵

資
料
の
目
録
に
加

え
、
新
し
く
な
っ
た

常
設
展
示
の
図
録

や
、
来
館
に
あ
た
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
学
習
シ
ー
ト
を
掲

載
す
る
な
ど
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
も
よ
り
快
適

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
最
新
の
情
報
を

随
時
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
・
利
便
性
向

上
の
た
め
の
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

▼
ぜ
ひ
一
度
、
貨
幣

博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
ご
来
館

を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.

im
e

s
.b

o
j.

or.jp/cm
/

※
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
休
日
は
開

館
）、
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九

日
～
一
月
四
日
）

【
開
館
時
間
】
午
前
九
時
半
～
午
後

四
時
半
（
入
館
は
午
後
四
時
ま
で
）

【
入
館
料
】
無
料

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

本
石
町
一―
三
―
一（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

「
第
一
三
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
大
会
開
催

▼
大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融

経
済
分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
三
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン

二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

パソコン・タブレット画面のトップページ

各時代のお金の歴史の概要や
参考資料等をご紹介。

所蔵の錦絵や古文書
などをご紹介。
クリックすると拡大画像を
ご覧いただけます。

スマートフォン画面のトップページ

「錦絵・絵画資料」ページ「お金の歴史」ページ

ここをクリック

ここをクリック
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パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
に
、
今
回
は

全
国
各
地
の
三
九
大
学
か
ら
一
一
二

編
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
一
次
審
査

を
通
過
し
た
五
チ
ー
ム
に
よ
り
決
勝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
で
は
、
小
林
い
ず
み
氏

（
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
）、
国
谷

裕
子
氏
（
キ
ャ
ス
タ
ー
、
東
京
藝
術

大
学
理
事
）
の
他
、
岩
田
規
久
男
日

銀
副
総
裁
（
当
時
）（
審
査
員
長
）、

櫻
井
眞
・
政
井
貴
子
両
政
策
委
員
会

審
議
委
員
の
五
名
の
審
査
員
を
前

に
、
各
チ
ー
ム
と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
を
行
い

■昨年末頃から、日本証券
業協会より頂戴した SDGs

（Sustainable Development 
Goals： 持続可能な開発目
標）のバッジを背広の胸元
につけています。右のよう
なドーナッツ型に 17 色が
配色され、周囲の関心を引きつける美しいバッチで
ありますが、お会いする方々からは「何のバッジで
すか？」と質問されることが多いのが実情です。今
回のインタビューでは、ノーベル平和賞を受賞した

「IPCC」に日本代表の科学者として参画された鬼頭
昭雄・理学博士にご登場いただき、地球温暖化の実
像と異常気象との関係を教えていただきました。地
球温暖化については、何となく理解しているつもり
でいましたが、2100 年にかけての地球における二
酸化炭素の濃度および気温の上昇は、その水準およ
び変化のスピードともにかつて人類が経験したこと
のないものになると伺い、改めてそのインパクトの
大きさに愕然としました。国連が主導する SDGs
の美しいバッジを胸元につけながら、お会いする
方々の質問に答え続けることも、自分にできる小さ
な貢献の一つと感じています。� （鶴海）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
に
は
、
摂
南
大
学
経
済

学
部
チ
ー
ム
の
「
健
康
通
貨
『
Ｗ
Ｒ

ｅ
Ｃ（
レ
ッ
ク
）』
～
地
域
の
魅
力
も

〝
一
歩
〟か
ら
～
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
優
秀
賞
に
日
本
大
学
経
済

学
部
チ
ー
ム
・
一
橋
大
学
商
学
部

チ
ー
ム
、
敢
闘
賞
に
東
京
経
済
大
学

経
済
学
部
チ
ー
ム
・
常
磐
大
学
国
際

学
部
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
審
査
員
か
ら
は
、「
統
計
デ
ー
タ

に
加
え
、
実
務
家
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
自

身
の
抱
い
た
問
題
を
解
決
し
て
お

り
、
具
体
的
で
実

現
可
能
性
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
だ
っ

た
」
と
の
総
評
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
は
、

日
銀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
決
勝
参
加
チ
ー
ム
の

作
品
全
文
と
審
査
員
講
評
お
よ
び

奨
励
賞
論
文
の
要
旨
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
や

Y
ou
T
u
b
e
で
は
決
勝
大
会
の
模

様
を
収
録
し
た
動
画
も
配
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決勝進出５チームと審査員の皆さん（撮影：野瀬勝一）


